
　外壁タイルの浮き判定は直接ハンマー打診、もしくは赤外線で外壁タイルの撮影を行い、

いずれも技術者判断でタイルの浮きを判定している。今回、ＡＩでタイル浮き自動判定技術を開発した

（スマートタイルセイバー）。利点は５つ、①属人性なし、②赤外線写真でタイル割を作成、

③一枚毎の浮き判定可能、④タイル割と浮き部分をデータ表示、⑤タイル浮き割合の明確化。

更に高層住宅はドローン撮影で足場やロープブランコ調査を不要とし、足場材料運搬低減に

伴うGHG削減効果が高い。更に解析時間37％、報告書作成時間85％の短縮が図れ、

赤外線目視判定時のコスト比較で3割以上低減（BELCA経済評価認定）した。

　検査頻度向上が図れ、建物長寿命化により環境負荷低減が図れ、建設業のものづくりに

誰でもが参画できる社会の実現に寄与する技術である。
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　タイル割りに即した１枚１枚の浮き判定により
浮き率が明確になった（図-１）。浮き状況の一
覧をＣＳＶに出力機能を実装した。スマートタイ
ルセイバーの判定では注意が必要な範囲、剥落の
可能性が高い範囲の浮き率が明確になることで改
修計画がより具体的に進めやすくなった。

　赤外線目視調査でも打診検査でも検査結果にば
らつきが出る可能性がる。スマートタイルセイ
バーは属人性が一切なく、誰が判断しても結果は
変わらない（図-２）また、長期の建物診断で
は、統一指標で判断する必要があり、本技術が保
全維持に大きな貢献を果たすと考えている。

　可視画像よりタイル割り図を自動作成する（写
真-1）。タイル浮き診断書作成にはタイル割り図
が欠かせないが、図面が欠落している案件は多
い。したがってまずはタイル割り作成を手書きの
ＣＡＤデータにより作成を行う必要があり、判定
までに時間がかかり、人件費による検査コストの
上昇に繋がっていたが、作成手間を大幅に削減す
ることができた。

　タイル浮きのアルゴリズムをＡＩで判定する技術を開発した。特徴
１で作成されたタイル割り図に浮きの判定結果を落とし込むことで、
タイル１枚１枚毎の浮き判定が出来るようになった（写真-2）。青い
範囲は浮きはなく、黄色部分は注意が必要であり、赤い部分は絶対浮
いていると判定している。今までの目視判定では、技術者が不安な部
分を浮いていると判定しているため、見積もり上は浮き枚数が多くな
る傾向にあり、エンドユーザーが改修計画を行う判断に影響を与えて
いた。

　浮き情報はＤＸＦのデータで出力が可能である
（写真-3）。作成したタイル割り図、写真と合成
することで正確な浮き位置を特定できる。また、
データ上で保存できるため、過去からの経年状況
を安易に確認でき、建物改修の判断に有益なツー
ルとして利用することができる。
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